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９ 
月 

定 

例 

会 

の 

概 

要

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

は
９
月
２
日
か
ら
10
月
7
日

ま
で
の
36
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
災
害
復

旧
関
係
の
一
般
会
計
補
正
予

算
案
を
は
じ
め
、
条
例
そ
の

他
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に

上
野
精
一
議
員
の
議
員
辞
職

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。　

主
な
条
例

◆
小
浜
市
工
場
立
地
法
に
基

　
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆
小
浜
市
特
別
職
の
職
員
の

　
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

陳
情

◆
「
住
民
の
安
全
の
保
障
が

　
得
ら
れ
る
ま
で
原
発
の
再

　

稼
働
を
容
認
で
き
な
い
」

　
自
治
体
決
議
を
も
と
め
る

　
陳
情
書

　
　
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

◆「
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
」

　
の
実
施
を
政
府
に
求
め
る

　
意
見
書
の
提
出
と
自
治
体

　
と
し
て
の
支
援
策
の
実
施

　
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
全
員
で
一
部
採
択

平成25年第３回定例会採決結果一覧表

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
池尾正彦議員は議長のため採決には加わっておりません。	 	 	 	
※１は一部採択の賛否
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目
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名

採 

決 

結 

果

 

藤
田　
靖
人

 

西
本　
清
司

 

小
澤　
長
純

 

今
井　
伸
治

 

能
登　
恵
子

 

松
崎　
圭
一
郎

 

池
田　
英
之

 

下
中　
雅
之

 

三
木　
尚

 

垣
本　
正
直

 

藤
田　
善
平

 

上
野　
精
一

 

風
呂　
繁
昭

 

富
永　
芳
夫

 

清
水　
正
信

 

池
尾　
正
彦

 

宮
崎　
治
宇
蔵

 

山
本　
益
弘
賛 

成
反 

対

予算 平成 25年度小浜市一般会計補正予算（第 3号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16 ０
予算 平成 25年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市下水道事業特別会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成25年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第1号）全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市水道事業会計補正予算（第 1号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 16 0
予算 平成 25年度小浜市一般会計補正予算（第 4号）	 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市一般会計補正予算（第 5号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第 2号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
予算 平成 25年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 2号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
条例 小浜市市税条例の一部改正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
条例 小浜市国民健康保険税条例の一部改正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
条例 小浜市介護保険条例の一部改正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
条例 小浜市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

条例
小浜市下水道事業受益者負担金および分担金に関する条例の一部改
正について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

条例 小浜市工場立地法に基づく準則を定める条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
条例 小浜市特別職の職員の給料の特例に関する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
その他 監査委員の選任について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
決算 平成 24年度小浜市一般会計歳入歳出決算の認定について 多 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 ２

決算
平成 24年度小浜市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 16 １

決算
平成 24年度小浜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算
平成 24年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

決算 平成 24年度小浜市水道事業会計決算の認定について 多 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 ２
陳情 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 全 欠 ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0

陳情
「住民の安全の保障が得られるまで原発の再稼働を容認できない」自
治体決議をもとめる陳情書 否 × × × × × × × × × × × 欠 × × × ○ × １ 15

陳情
「子ども被災者支援法」の実施を政府に求める意見書の提出と自治体
としての支援策の実施を求める陳情書（※１） 全 欠 ○ ○ 欠 ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 12 0

意見書 地方財政の充実・強化を求める意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
意見書 地方税財源の充実確保を求める意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0
意見書 子ども・被災者支援法の実施を政府に求める意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

意見書
森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のため
の意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

意見書 北陸新幹線若狭ルート早期整備に関する意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 16 0

【可決した平成 25 年度補正予算】

会計名 既決予算額 ９月補正額 合計

一般会計 152 億 3,703 万円 9 億 2,331 万円 161 億 6,034 万円

特別会計 88 億 3,123 万円 4,109 万円 88 億 7,232 万円

企業会計 9 億 1,370 万円 ▲ 163 万円 9 億 1,207 万円

議
員
辞
職

10
月
７
日
付
け
で
、
上
野
精

一
議
員
が
健
康
上
の
理
由
で

議
員
辞
職
し
ま
し
た
。

【
上
野
精
一
議
員
の
略
歴
】

◆
平
成
15
年
４
月
初
当
選

◆
平
成
17
年
６
月
７
日
〜

　
　
　

平
成
19
年
４
月
30
日

　
企
画
総
務
常
任
委
員
長

◆
平
成
20
年
９
月
９
日
〜

　
　
　

平
成
21
年
11
月
30
日

　
第
50
代
副
議
長

・
平
成
23
年
７
月
１
日
〜

　
　
　

平
成
25
年
６
月
14
日

　
若
狭
消
防
組
合
議
会
議
長

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

　
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

　
つ
い
て

賛
成
全
員
で
採
択

主
な
意
見
書

◆
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

　
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

　
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め

　
の
意
見
書賛

成
全
員
で
可
決

◆
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法

　
の
実
施
を
政
府
に
求
め
る

　
意
見
書

　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

◆
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト

　
早
期
整
備
に
関
す
る
意
見

　
書 

賛
成
全
員
で
可
決

人
事
案
件

◆
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

　
て
（
細
川
和
伸
氏
）

　
賛
成
全
員
で
同
意
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保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業 

６
１
１
万
２
０
０
０
円

【
問
】
市
の
嘱
託
保
育
士
と

民
間
保
育
園
の
保
育
士
と
の

待
遇
の
格
差
は
ど
う
な
の

か
？

【
答
】
正
規
保
育
士
の
給
料

と
比
較
す
る
と
嘱
託
保
育
士

の
報
酬
は
低
い
が
、
民
間
と

比
較
す
る
と
大
き
な
差
は
な

い
。

【
問
】
統
廃
合
民
営
化
の
流

れ
の
中
で
、
長
年
に
わ
た
り

市
の
嘱
託
保
育
士
と
し
て
勤

め
ら
れ
た
優
秀
な
保
育
士
が

民
間
保
育
園
へ
移
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

立
の
保
育
園
と
し
て
の
質
の

低
下
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
？

【
答
】
保
育
に
つ
い
て
は
、

保
育
指
針
に
基
づ
き
基
本
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
、
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
保
育
も
行
っ
て
お

り
、
園
長
以
下
職
員
が
力
を

合
わ
せ
、
日
々
保
育
内
容
の

充
実
や
質
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

小
浜
地
区
中
・
西
部
地
域

観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
事

業
１
７
４
万
１
０
０
０
円

【
説
明
】
平
成
26
年
度
か
ら

の
事
業
着
手
に
向
け
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
具
体
的
な
計
画
を
策
定

す
る
。

【
問
】
今
年
２
月
１
日
か
ら

小
浜
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
で
９
回
に
わ
た
り

国
・
県
に
対
す
る
計
画
、
ま

た
事
業
を
進
め
る
た
め
の
計

画
書
を
つ
く
る
と
い
う
事
で

進
め
ら
れ
、
計
画
書
案
が
ま

と
め
ら
れ
た
が
、
今
回
ワ
ー

◆
陳
情
第
10
号　
「
住
民
の

安
全
の
保
障
が
得
ら
れ
る
ま

で
原
発
の
再
稼
働
を
容
認
で

き
な
い
」
自
治
体
決
議
を
も

と
め
る
陳
情
書

【
意
見
】
期
限
を
定
め
て
原

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
推
進

会
議
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
役
割
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
？

【
答
】
運
営
主
体
で
あ
る
と

か
、
ど
う
い
っ
た
形
で
、
事

業
を
詰
め
て
い
く
の
か
と
い

う
部
分
に
つ
い
て
は
、
推
進

会
議
で
は
議
論
が
不
十
分
で

あ
り
、本
来
な
ら
、そ
う
い
っ

た
も
の
に
つ
い
て
も
、
同
時

並
行
す
る
の
が
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
っ
た
か
と
思
う

が
、
順
番
は
逆
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
補

完
す
る
と
い
う
部
分
で
今
回

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
不
足
し
て
い
る
部

分
を
補
っ
て
計
画
を
き
ち
っ

と
し
た
も
の
に
し
た
い
。

子
力
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ—

へ

の
転
換
を
図
る
事
は
要
望
し

て
い
る
が
、
電
力
の
安
定
供

給
の
た
め
、
安
全
が
確
立
さ

れ
た
も
の
か
ら
再
稼
働
は
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
９
月
補
正
）

竜
巻
・
台
風
18
号
災
害
関
連
の
追
加
予
算
を
可
決

【
竜
巻
災
害
】

概
要

８
月
23
日
、
午
後
４
時
20
分

ご
ろ
、
川
崎
２
丁
目
、
津
島
、

多
賀
、
一
番
町
、
千
種
１
丁

目
、
千
種
２
丁
目
、
四
谷
町

約
１
㌔
に
か
け
て
竜
巻
が
発

生
。
半
壊
４
軒
、
一
部
損
壊

50
軒
な
ど
被
害
を
も
た
ら
す

予
算

◆
一
般
会
計

　

３
４
６
万
円

委　

員　

会　

審　

査

内
容

被
災
者
へ
の
生
活
支
援
金
の

支
給
お
よ
び
利
子
補
給

委
員
会
質
疑

【
意
見
】
小
浜
市
災
害
見
舞

金
の
支
給
に
関
す
る
規
則
が

あ
る
中
で
、
本
来
な
ら
条
例

や
規
則
で
定
め
、
し
っ
か
り

し
た
形
で
市
民
の
皆
さ
ん
が

事
前
に
理
解
で
き
る
法
整
備

を
す
る
べ
き

【
台
風
災
害
】

概
要

９
月
16
日
に
発
生
し
た
台
風

18
号
の
豪
雨
で
、
24
時
間
雨

量
が
３
８
４
㍉
と
観
測
史
上

最
大
を
記
録
。
市
内
で
は
、

全
壊
、
一
部
損
壊
、
床
上
浸

主な補正予算
◆子ども・子育て支援事業計画策定事業　
　215 万４千円
平成 26 年度中に策定する「子ども・子育て支援
事業計画」に必要となる事前調査（ニーズ調査）
を行う

◆雲浜西津統合新保育園建設事業　1,100 万円
雲浜西津統合新保育園の建設に当たり、運営事
業者が行う園舎建設設計に係る費用に対し、補
助金を交付する

◆保育士等処遇改善臨時特例事業 　611 万 2 千円

◆六次産業推進チャレンジ事業　369 万 7 千円
六次産業化の推進に取り組む農林漁業者、加工
業者に対し、補助金を交付する

◆小浜地区中・西部地域観光まちづくり計画事業
　174 万 1 千円

◆笑顔で鳥獣被害対策・地域コミュニティ推進
　事業　60 万円
県の「ふるさと集落元気づくり事業」を活用し、
地域資源を生かしたオール中名田体制での特産
品開発、まちおこしを支援する

◆小浜市居住促進住宅リフォーム支援事業　　
　140 万円
定住促進や空き家の有効活用および多世帯同居
の推進のため、住宅のリフォーム工事に対し、
補助金を交付する

水
だ
け
で
な
く
、
道
路
の
冠

水
や
橋
の
崩
落
、
農
業
被
害

な
ど
市
内
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す

予
算

◆
一
般
会
計

　

６
億
２
９
５
０
万
４
千
円

◆
特
別
会
計

　

７
３
２
万
１
千
円

主
な
内
容

・
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
金		

の
支
給
お
よ
び
利
子
補
給

・
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
借
り
入

れ
に
対
し
て
保
証
料
補
給
お

よ
び
利
子
補
給

・
災
害
復
旧
の
た
め
の
重
機

の
借
り
上
げ
お
よ
び
原
材
料	

の
支
給

・
観
光
施
設
、
市
内
７
海
岸

へ
漂
着
し
た
流
木
等
の
撤
去

処
分

・
農
地
、
農
業
用
施
設
に
つ

い
て
の
災
害
復
旧

・
山
林
や
林
道
、
公
共
土
木

施
設
な
ど
の
災
害
復
旧

・
文
化
会
館
を
は
じ
め
被
害

を
受
け
た
施
設
の
修
繕

・
災
害
な
ど
緊
急
時
に
市
庁

舎
か
ら
生
放
送
で
市
民
に
情

報
を
伝
え
る
た
め
の
設
備
整

備　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
会
質
疑

【
問
】
今
回
の
補
正
で
緊
急

対
応
し
た
事
業
と
今
後
の
補

正
対
象
事
業
と
の
違
い
は
ど

う
な
の
か
？

【
答
】
今
回
の
補
正
予
算
は
、

国
庫
補
助
対
象
と
な
る
災
害

復
旧
事
業
の
た
め
の
測
量
設

計
な
ど
や
、
応
急
的
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
水
路

や
の
り
面
崩
落
土
の
撤
去
な

ど
で
あ
る
。

【
問
】
災
害
復
旧
に
対
す
る

測
量
等
の
調
査
体
制
が
十
分

な
の
か
。

【
答
】
詳
細
な
測
量
も
必
要

で
市
内
の
業
者
も
手
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
が
、
林
道
の
測

量
な
ど
県
の
職
員
の
応
援
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

【
意
見
】
文
化
会
館
は
避
難

施
設
で
も
あ
り
、
今
回
の
補

正
は
大
き
な
修
繕
予
算
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
普
段
の

安
全
対
策
な
ど
の
管
理
を
十

分
に
行
う
こ
と
。

【倒される大木（雲城水横）】

【崩落した飛川橋（口名田）】

【水に浸かる国富平野】

【災害現場を視察】

◆
議
案
第
60
号　
小
浜
市
工

場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【説
明
】
企
業
誘
致
や
市
内

企
業
の
設
備
拡
充
を
促
進
す

る
た
め
、
現
在
工
場
立
地
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
緑
地
面

積
率
の
基
準
を
竜
前
企
業
団

地
の
区
域
を
限
定
に
緩
和
。

【
問
】
こ
の
施
行
に
よ
っ
て

竜
前
の
企
業
団
地
に
誘
致
が

進
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な

想
定
さ
れ
た
も
の
が
既
に

あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
問
い
合
わ
せ
は
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
企
業
を

積
極
的
に
誘
致
し
て
い
く
。
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平成24年度決算を認定

　可決した意見書
◆地方財政の充実・強化を求める意見書    

【概要】地方交付税の増額による一般財源の総額の確保や地方税源かの充実確   
           保等を求める

◆地方税財源の充実確保を求める意見書    
【概要】2014 年度の地方財政計画、地方交付税総額の拡大に向けた対策を求
　　　める

◆子ども・被災者支援法の実施を政府に求める意見書    
【概要】支援法に基づき、具体的な施策を迅速に実施するよう求める

◆森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のため
　の意見書

【概要】石油石炭税の税率の特例による税収の一定割合を森林面積に応じて譲
　　　  与する仕組みの構築を求める

◆北陸新幹線若狭ルート早期整備に関する意見書
【概要】閣議決定された整備計画どおり（若狭ルート）、大阪までの全線の整備
　　　  方針を早期に策定し、フル規格で整備することを求める

　

今
定
例
会
は
で
、
平
成
24

年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め

と
す
る
各
会
計
の
決
算
を
認

定
す
る
た
め
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
慎
重
に
審
査
を

す
る
た
め
に
、
総
務
民
生
、

産
業
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分

科
会
に
調
査
依
頼
し
、質
疑
、

討
論
を
経
て
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
は
、
全

会
計
と
も
認
定
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

総
務
民
生
分
科
会

地
域
生
活
路
線
バ
ス
運
行

対
策
事
業

８
４
２
８
万
４
５
４
２
円

【
問
】
あ
い
あ
い
バ
ス
の
利

用
者
が
か
な
り
減
っ
て
き
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
経
費
削
減

の
た
め
バ
ス
を
小
型
化
す
る

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
？

【
答
】
あ
い
あ
い
バ
ス
は
、

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
非

常
に
利
用
者
が
多
く
、
小
型

化
す
る
と
乗
れ
な
い
路
線
が

出
て
く
る
の
で
苦
慮
し
て
い

る
。
バ
ス
の
入
れ
替
え
の
時

期
も
来
て
い
る
の
で
、
十
分

検
討
し
た
い
。

小
浜
線
利
用
促
進
事
業

35
万
４
８
０
０
円

【
問
】
小
浜
線
利
用
者
減
少

に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
？

【
答
】
ロ
ー
カ
ル
線
の
魅
力

あ
る
い
は
駅
か
ら
各
市
町
の

魅
力
あ
る
観
光
施
設
や
観
光

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
整
備

し
、
各
市
町
が
努
力
す
る
こ

と
で
、
小
浜
線
を
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
愛
応
援
事

業
１
４
７
万
円

【
問
】
平
成
23
年
度
と
比
べ

て
、
予
算
も
か
な
り
増
額
さ

れ
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
成

果
は
？

【
答
】
平
成
24
年
度
に
つ
い

て
は
、
40
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
８
名
の
カ
ッ
プ
ル
が
成

立
し
、
そ
の
う
ち
１
組
が
こ

の
11
月
に
結
婚
さ
れ
る
と
聞

い
て
お
り
、
今
年
度
も
、
引

き
続
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
く
。

高
齢
者
体
力
づ
く
り
支
援

事
業
96
万
８
９
４
０
円

【
問
】
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
介
護

予
防
の
観
点
で
、
工
夫
す
る

活
用
手
立
て
を
講
じ
て
は
ど

う
か
？

【
答
】
平
成
24
年
度
は
、

44
・
９
㌫
で
、
利
用
に
つ
い

て
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
健
康
増
進
の
観
点
か

ら
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

産
業
教
育
分
科
会

若
狭
鯉
川
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
施
設
管
理
経
費

５
９
２
万
９
８
７
円

【
問
】
年
々
海
水
浴
客
減
少

傾
向
の
中
で
利
用
客
も
減
少

し
、
市
の
持
ち
出
し
も
増
え

て
い
る
が
今
後
の
こ
の
委
託

料
の
あ
り
方
は
？

【
答
】
一
昨
年
頃
よ
り
日
本

財
団
と
Ｃ
ネ
ッ
ト
福
井
に
て

｢

渚
の
交
番｣

構
想
が
た
て

ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
そ
の

最
終
審
査
段
階
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
が
成
立
す
れ
ば
、

何
ら
か
の
形
で
運
営
に
絡
ん

で
い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
お

り
、
委
託
料
軽
減
効
果
に
な

る
と
期
待
し
て
い
る

一般会計
歳入　156 億 4,480 万 2,096 円
歳出　152 億 8,763 万 9,074 円

鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事

業【
問
】
地
域
に
温
度
差
が
あ

る
と
思
う
が
、
こ
の
事
業
は

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る

の
か
？

【
答
】
鳥
獣
害
防
止
総
合
対

策
事
業
に
つ
い
て
、
施
工
は

主
に
恒
久
金
網
柵
設
置
、
緩

衝
帯
設
置
お
よ
び
電
気
柵
設

置
で
あ
る
が
、
被
害
状
況
の

差
や
地
元
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
に
よ
り
負
担
割
合
等
に

て
受
け
止
め
方
が
違
っ
て
お

り
、
地
区
事
情
を
収
集
し
そ

の
地
区
に
合
う
施
工
策
を
説

明
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
を

進
め
て
い
る
。

元
気
な
土
づ
く
り
農
法
推

進
事
業
49
万
７
２
８
０
円

【
問
】
現
在
の
取
り
組
み
状

況
な
ど
は
？

【
答
】
県
立
大
学
に
委
託
し

て
川
崎
町
内
の
水
産
加
工
施

設
の
魚
類
の
ア
ラ
の
洗
浄
に

よ
り
発
生
す
る
汚
泥
を
利
用

し
て
ハ
ウ
ス
で
の
ポ
ッ
ト
栽

培
を
試
験
的
に
行
い
肥
料
利

用
が
出
来
な
い
か
を
調
査
依

頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
効
果

と
し
て
期
待
出
来
る
も
の
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
年
度

さ
ら
に
進
め
て
実
用
化
に
向

け
て
い
き
た
い
。

討
論

◆
認
定
第
１
号　
平
成
24
年

　
度
小
浜
市
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　
て

【
賛
成
討
論
】
な
し

【
反
対
討
論
】
水
道
水
源
開

発
施
設
整
備
事
業
に
反
対

【
結
果
】
賛
成
多
数

◆
認
定
第
４
号　
平
成
24
年

　
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】
な
し

【
反
対
討
論
】
５
千
円
台
と

い
う
非
常
に
高
額
な
負
担
と

な
る
介
護
保
険
料
は
高
齢
者

に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
こ

と
か
ら
反
対

【
結
果
】
賛
成
多
数

◆
認
定
第
10
号　
平
成
24
年

　
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】
な
し

【
反
対
討
論
】
水
道
水
源
開

発
施
設
整
備
事
業
、
河
内
川

ダ
ム
事
業
に
反
対

【
結
果
】
賛
成
多
数

　
決
算
審
査
の
役
割

決
算
審
査
の
重
要
な
役
割

は
、
こ
の
審
査
が
次
年
度

の
当
初
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
審
査
で
の
意
見
を
受
け

て
、
こ
れ
か
ら
編
成
さ
れ
る

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
に

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か

が
期
待
さ
れ
る
。



【
問
】
竜
巻
災
害
に
つ
い

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

の
心
の
ケ
ア
、
相
談
窓
口

の
周
知
徹
底
で
き
な
い
か
。

【
答
】
被
害
の
大
き
い
世

帯
に
は
、
引
き
続
き
訪
問

活
動
に
よ
る
支
援
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
適
宜
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。
生
活
に
関
す
る
相

談
窓
口
は
社
会
福
祉
課
に

開
設
し
て
お
り
、
区
長
や

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
周

知
徹
底
を
図
り
た
い
。

【
問
】
経
年
劣
化
が
予
想

さ
れ
る
公
共
物
の
点
検
に

つ
い
て
は
委
託
で
行
っ
て

い
る
の
か
、
市
職
員
が
直

接
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
橋
長
15
㍍
以
上
の

橋
梁
で
は
、レ
ベ
ル
１
、２

点
検
に
つ
い
て
は
、
福
井

県
土
木
部
の
「
橋
梁
定
期

点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）」

に
基
づ
き
、
職
員
が
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
専
門
知

識
が
な
く
て
も
点
検
で

き
、
職
員
が
点
検
す
る
こ

と
で
コ
ス
ト
縮
減
に
も
繋

が
る
。
さ
ら
に
詳
細
な
点

検
が
必
要
な
橋
梁
に
つ
い

て
は
、
専
門
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物

の
劣
化
状
況
に
つ
い
て
も

有
資
格
者
の
調
査
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
専
門
業
者

へ
委
託
し
て
い
る
。

【
問
】
市
内
へ
の
経
済
効

果
が
期
待
で
き
る
催
し
物

等
の
積
極
的
な
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。
現
状
を
伺
う
。

【
答
】
商
工
会
議
所
青
年

部
に
よ
る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
や
民
間
団
体
主
催

に
よ
る
若
狭
ラ
リ
ー
な

ど
、
民
間
が
主
体
と
な
っ

た
催
し
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
本
市
を
会
場

と
す
る
催
し
を
誘
致
す
る

た
め
、
福
井
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に

所
属
し
、
情
報
発
信
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
生
合
宿

を
対
象
と
し
た
助
成
制
度

も
本
格
的
に
運
用
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
組

み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
で

誘
客
を
促
進
し
た
い
。

市民と行政が協力し合えるまちづくりを！

【
問
①
】
市
内
の
様
々
な

事
業
者
と
話
を
し
て
も
景

気
の
良
い
話
を
聞
き
ま
せ

ん
。
景
気
状
況
を
ど
の
様

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
円
安
に
よ
る
原
材

料
価
格
高
騰
等
で
悪
化
し

て
い
る
。
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

【
問
②
】
特
に
箸
製
造
販

売
事
業
者
は
原
材
料
高
騰

に
よ
り
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
木
材
を
扱
う
製
材
、

建
築
、
冷
凍
品
を
扱
う
水

産
加
工
業
者
等
の
「
生
の

声
」
を
聞
い
て
、
市
長
は

ど
う
感
じ
た
の
か
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
業
況

は
非
常
に
厳
し
い
感
は
あ

る
が
、
中
に
は
景
気
の
明

る
さ
、
期
待
感
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
企
業
も
あ
り
、

企
業
の
課
題
に
対
し
積
極

的
な
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

【
意
見
】
資
金
繰
り
や
人

材
、
用
地
確
保
、
環
境
整

備
等
、企
業
の
「
生
の
声
」

を
尋
ね
課
題
支
援
を
積
極

的
に
進
め
て
頂
き
た
い
。

【
問
③
】
企
業
が
求
め
る
優

秀
な
人
材
確
保
の
為
に
奨

学
金
制
度
等
を
設
け
、
若

い
人
が
小
浜
で
働
け
る
場

所
づ
く
り
に
県
の
制
度
を

活
用
し
て
前
向
き
に
小
浜

市
と
し
て
進
め
て
欲
し
い
。

【
答
】
製
造
業
の
雇
用
安

定
確
保
の
た
め
、
も
の
づ

く
り
就
職
奨
励
金
と
し
て

就
職
者
に
対
し
１
人
10
万

円
を
助
成
し
て
い
る
。
ま

た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

【
問
④
】
小
浜
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
あ
る
農
産
物
、
水

産
品
の
生
産
販
売
が
低
迷

し
て
い
る
が
。

【
答
】
農
産
品
一
寸
そ
ら

豆
、
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
、
水

産
品
若
狭
フ
グ
等
、
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
白
ネ
ギ
の

生
産
を
推
進
し
て
い
る
。

【
問
⑤
】
六
次
化
商
品
の

販
売
、
流
通
の
支
援
を
。

【
答
】
商
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
よ
る
販
路
開
拓
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。

若い人が小浜で働ける場所づくりを！

【
問
①
】
国
民
会
議
の
社

会
保
障
改
悪
プ
ラ
ン
は
、

要
支
援
１
と
２
の
高
齢
者

を
保
険
給
付
の
対
象
か
ら

除
外
。
何
か
ら
何
ま
で
市

町
村
の
裁
量
任
せ
の
事
業

と
な
る
こ
と
が
濃
厚
で

す
。
介
護
を
必
要
と
す
る

「
度
合
い
の
低
い
人
」
の

人
数
を
問
う
。

【
答
】
第
１
号
被
保
険
者

は
８
７
５
４
人
。
内
介
護

が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人

は
１
６
７
７
人
で
、
介

護
度
が
軽
い
「
要
支
援

１・
２
」
の
人
は
３
０
８

人
で
全
体
の
18
・
４
㌫
で

す
。

【
問
②
】
本
市
の
滞
納
世

帯
と
資
格
証
明
書
の
発
行

件
数
等
国
保
の
現
状
を
伺

う
。

【
答
】
国
保
加
入
世
帯
数

は
、
４
４
５
６
世
帯
、
全

世
帯
数
の
約
38
㌫
、
そ

の
う
ち
滞
納
世
帯
数
は
約

12
・
３
㌫
。
資
格
証
の
発

行
に
つ
い
て
は
、
本
年
６

月
１
日
現
在
58
世
帯
、
交

付
割
合
は
滞
納
世
帯
の

10・５
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
③
】「
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
受
け
、
小

浜
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

【
答
】
浄
水
場
建
設
計
画

の
規
模
や
建
設
時
な
ど
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
出
し

た
後
、
見
直
し
を
行
う
。

【
問
④
】
原
子
力
防
災
計

画
に
つ
い
て
（
30
㌔
圏
自

治
体
の
避
難
計
画
に
つ
い

て
）

【
答
】
大
飯
・
高
浜
発
電

所
か
ら
は
、
市
内
居
住
地

の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
30
㌔
圏

内
に
入
る
。
避
難
手
段
に

つ
い
て
は
、
自
家
用
車
両

に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。

避
難
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

現
在
協
議
中
。
今
年
度
中

に
改
訂
を
考
え
て
い
る
。

福島原発事故教訓に防災対策の検証を！

一般質問

藤田　靖人
議員

宮崎治宇蔵
議員

風呂　繁昭
議員

【
問
】
小
浜
市
の
小
中
学
生

の
携
帯
電
話
の
保
有
率
は
。

【
答
】
小
学
校
で
約
20
％
、

中
学
校
で
は
約
40
％
。

【
問
】
携
帯
電
話
の
依
存

症
と
は
。

【
答
】
常
時
や
り
取
り
や

動
作
を
行
っ
て
い
る
状
態

な
の
で
、
携
帯
が
手
元
に

無
か
っ
た
り
、
圏
外
に

な
っ
て
い
た
り
、
バ
ッ
テ

リ
ー
が
切
れ
た
り
す
る
と

精
神
的
に
不
安
定
に
な

る
。
携
帯
に
熱
中
す
る
あ

ま
り
学
習
時
間
が
取
れ
な

く
な
り
、
成
績
が
悪
化
す

る
。
夜
中
ま
で
没
頭
し
睡

眠
時
間
が
減
り
、
生
活
習

慣
が
崩
れ
た
り
、
精
神
的

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
仰
う
つ

傾
向
に
な
っ
た
り
す
る
。

【
問
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

使
用
の
悪
影
響
は
。

【
答
】
①
青
少
年
に
と
っ

て
必
要
の
な
い
情
報
を
入

手
②
有
害
サ
イ
ト
に
よ
る

詐
欺
や
出
会
い
系
サ
イ
ト

に
よ
る
性
的
被
害
等
ネ
ッ

ト
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

③
匿
名
の
た
め
、
相
手
の

状
況
や
感
情
を
考
え
な
く

な
る
傾
向
が
あ
る
④
視
力

の
低
下
⑤
学
習
時
間
の
減

少
が
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】ネ
ッ
ト
い
じ
め
と
は
。

【
答
】
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
お
け
る
い
じ
め
の

こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
直
接
的
な
対
面
が
無
い

為
、
低
い
罪
悪
感
で
面
白

半
分
で
参
加
し
い
じ
め
が

横
行
し
や
す
い
。
リ
ア
ル

い
じ
め
の
延
長
線
上
に
あ

る
②
不
特
定
の
も
の
か
ら

絶
え
間
な
く
誹
謗
中
傷
を

受
け
、
被
害
が
短
期
間
で

極
め
て
深
刻
に
な
る
③
匿

名
性
に
よ
り
簡
単
に
被
害

者
に
も
、
加
害
者
に
も
な

る
④
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
実

態
把
握
が
困
難
。

【
問
】
小
浜
市
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
実
態
は
。

【
答
】
中
学

校
で
４
件

把
握
し
て
い

る
。

ネットのこわさを認識しよう

ページ 氏　名 質　問　項　目

８ 　今井　伸治
・ネットいじめについて
・インフラマネジメントについて 

９ 　風呂　繁昭
・小浜市の経済状況について
・農林、水産、政策について
・介護保険改革について

９ 　宮崎　治宇蔵

・介護保険の「軽度」外しについて 
・国保税値上げにつながる広域化について 
・新水道ビジョンについて
・原子力防災計画について

９ 　藤田　靖人
・竜巻災害について
・経年劣化が予想される公共物について
・観光まちづくりについて

10 　能登　恵子
・Wi-Fi 推進を問う 
・小浜市保育士の現状から

10 　下中　雅之
・中心市街地について
・都市計画道路・小浜縦貫線の整備について

10 　三木　尚
・小浜地区中・西部地域の活性化策について
・当市の将来構造はどの部署が考えているのか
・行政として結婚支援ができないか

11 　松崎　圭一郎
・インフラ整備現状への疑問
・拉致問題について

11 　清水　正信
・安全・安心の住みよいまちづくりについて
・観光まちづくりと活性化策について

市政を問う ! 一般質問
　９月定例会では９人の議員が 12、13 日に、市政各般にわた
り一般質問を行いました。

※一般質問の原稿は発言議員自らが作成しています

今井　伸治
議員

おばま議会だより❽❾おばま議会だより

高浜原発（180,000 人）
大飯原発（140,000 人）

※（　）は避難人口、千人単位
    原子力規制庁調べ

・小浜市
高浜原発・・

大飯原発



事
業
規
模
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
国
家
補
助
を

活
用
し
た
県
事
業
に
よ
る

対
策
を
強
く
要
望
し
て
い

る
。
河
川
の
浚
渫
や
側
溝

改
修
に
よ
る
浸
水
・
冠
水

対
策
な
ど
、
比
較
的
小
規

模
な
も
の
は
、
緊
急
性
、

必
要
性
を
見
極
め
対
策
を

図
り
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
市
は
今
後
も
重
要

要
望
と
し
て
、
国
に
早
期

の
対
策
を
求
め
て
い
く
。

※
そ
の
他
に
も
北
川
川
床

掘
削
、
国
道
１
６
２
号
の

信
号
機
設
置
及
び
歩
道
、

市
営
住
宅
、
公
衆
便
所
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
を
行
う
。

【
問
②
】
ま
ち
の
駅
旭
座

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
利
活
用
策
、
そ
れ
に

よ
り
波
及
効
果
が
あ
り
、

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
明
確
な
実
行
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
、
覚
悟
が
な
け
れ

ば
効
果
、
成
果
は
な
い
。

箱
物
、
駐
車
場
を
作
っ
て

も
ま
ち
は
活
性
化
し
な
い
。

【
答
】
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、
よ
く
精
査
し
な

が
ら
進
め
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状
へ

の
疑
問

【
問
①
】
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
交
通
信
号
機

の
設
置
要
望
の
現
状
は
。

【
答
】
福
井
県
公
安
委
員

会
の
窓
口
で
あ
る
小
浜
警

察
署
へ
の
設
置
要
望
件
数

は
15
件
で
、
今
後
と
も
粘

り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

【
問
②
】
本
県
の
公
安
委

員
会
に
は
、
交
差
点
の
危

険
度
を
一
番
窺
い
知
る
地

元
住
民
の
声
を
反
映
す
べ

く
「
信
号
機
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
も

無
く
、
た
と
え
運
よ
く
交

通
信
号
の
設
置
が
認
め
ら

れ
て
も
、
設
置
ま
で
最
低

２
年
を
要
す
る
と
の
見

解
。
こ
の
よ
う
な
交
通
行

政
に
は
全
く
疑
念
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

全
国
的
に
電
球
式
か
ら
視

認
性
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
通

信
号
機
へ
の
取
り
換
え
と

の
事
を
耳
に
す
る
が
、
こ

れ
ら
の
計
画
に
併
せ
て
、

本
県
で
も
適
切
な
信
号
機

の
設
置
見
直
し
等
は
図
ら

れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
県
内
で
年
間
設
置

で
き
る
交
通
信
号
機
の
件

数
は
、
年
々
減
少
し
、
本

年
度
の
新
設
予
算
は
６
基

分
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
設
置
を
急
ぐ
な
ら
ば

既
設
信
号
機
を
移
設
す
る

方
法
し
か
な
い
。

【
問
③
】　
現
在
、
頻
繁
に

事
故
が
起
き
て
い
る
交
差

点
に
、
国
道
１
６
２
号
と

市
道
山
手
小
松
原
線
が
交

わ
る
道
路
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
都
市
計
画
路
線
と
し

て
高
い
事
故
率
を
指
摘
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

未
だ
交
通
信
号
機
の
設
置

を
み
て
い
な
い
。
今
や
地

域
性
を
超
え
た
危
険
な
交

差
点
と
し
て
正
に
市
民
が

認
め
る
処
で
も
あ
り
、
こ

の
信
号
機
は
、
死
亡
事
故

を
目
の
当
り
に
し
な
け
れ

ば
設
置
は
な
い
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が
ご
見
解
は
。

【
答
】
平
成
28
年
度
に
か

け
て
、
こ
の
道
路
に
続
く

臨
港
線
の
完
成
を
計
画
し

て
お
り
、
信
号
機
の
設
置

を
要
望
し
て
い
く
。

交通信号機の未設置による事故の恐ろしさ

【
問
①
】
８
月
23
日
短
時

間
の
豪
雨
と
共
に
竜
巻
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

台
風
や
最
近
の
異
常
気
象

に
よ
り
、
記
録
的
豪
雨
が

発
生
す
る
。
自
然
災
害
に

対
す
る
安
全
対
策
は
、
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
最
も
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
崖
崩
れ
や
土

石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
対

策
、
河
川
や
側
溝
の
氾
濫

に
よ
る
冠
水
対
策
な
ど
自

然
災
害
に
対
す
る
市
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

【
答
】
異
常
気
象
に
よ
る

自
然
災
害
は
小
浜
市
も
例

外
な
く
起
こ
り
う
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
市
民

の
皆
様
か
ら
砂
防
堰
堤
お

よ
び
急
斜
面
地
崩
壊
対
策

な
ら
び
に
河
川
改
修
な
ど

災
害
対
策
を
数
多
く
要
望

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

安全・安心の住みよいまちづくり

一般質問

松崎圭一郎
議員

清水　正信
議員

【
問
①
】
wiｰ

fi 
の
推
進
も

書
い
て
あ
る
松
崎
市
長
の

公
約
は
、
①
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
②
地
域
・
人
づ

く
り
③
魅
力
あ
る
産
業
・

観
光
④
賑
わ
い
の
創
出
⑤

効
率
重
視
の
行
財
政
改
革

で
あ
り
、
公
約
全
て
に
wi

ｰ

fi 
活
用
の
必
要
性
を
思

う
。
現
状
と
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
行
か
れ
る
の

か
を
問
う
。

【
答
】
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

問
題
や
専
門
知
識
の
あ
る

者
の
選
抜
も
必
要
か
と
思

う
が
、
先
進
地
を
参
考

に
wiｰ

fi 
環
境
整
備
を
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
。

【
問
②
】
全
国
平
均
で
は

非
正
規
雇
用
の
保
育
士
が

特
に
公
立
保
育
所
で
53
・

５
㌫
な
っ
て
い
る
現
状
。

小
浜
市
保
育
士
の
現
状

は
、
平
均
60
㌫
以
上
が
非

正
規
だ
。
そ
れ
に
加
え
、

保
育
士
資
格
者
の
応
募
が

少
な
く
、
資
格
の
な
い
賃

金
職
員
の
加
配
で
や
り
く

り
し
て
い
る
。
原
因
に
は

「
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
す
る
責
任
の
重
さ
や
保

護
者
へ
の
対
応
」「
正
規

雇
用
保
育
士
と
の
賃
金
格

差
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
全
て
の
子
ど
も
に
良
質

な
生
育
環
境
を
保
障
」
す

る
為
に
も
優
秀
な
保
育
士

の
確
保
は
重
要
な
問
題
。

優
秀
な
人
材
流
出
が
な
い

よ
う
「
保
育
士
資
格
取
得

の
為
の
補
助
金
制
度
」
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
小
浜
で
は
私
立
も

公
立
も
同
じ
よ
う
に
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

能
力
を
高
め
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
優
秀
な
人

材
は
多
い
。
結
婚・出
産
、

育
児
が
落
ち
つ
い
た
時
に

は
再
雇
用
も
声
か
け
し
て

い
る
。
現
時
点
で
の
補
助

は
考
え
て
い
な
い
。

【
答
】（
市
長
）
子
ど
も
は

地
域
の
宝
。少
子
化
の
中
、

質
の
高
い
教
育
と
保
育
が

提
供
出
来
、
全
て
の
子
ど

も
に
よ
り
よ
い
保
育
環
境

が
整
え
ら
れ
る
よ
う
各
種

施
策
を
考
え
て
い
る
。

Wｉ‐ｆｉ環境整備を戦略的に！

【
問
①
】
中
心
市
街
地
の

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

【
答
】
利
便
性
の
高
い
移

住
地
と
し
て
の
魅
力
を
高

め
、
安
心
し
て
生
活
し
て

い
く
た
め
必
要
な
機
能
の

充
実
を
図
り
、
快
適
な
居

住
環
境
を
創
出
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

【
問
②
】
中
心
市
街
地
に

お
け
る
賑
わ
い
の
衰
退
や

ま
ち
の
顔
の
損
失
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
小
浜
の
顔
と
し
て

の
拠
点
性
を
向
上
さ
せ
、

観
光
客
や
来
訪
者
に
多
様

な
小
浜
の
魅
力
を
体
感
で

き
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
創

出
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
③
】
都
市
計
画
道
路・

小
浜
縦
貫
線
整
備
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
白
髭
交
差
点
か
ら

市
役
所
前
交
差
点
の
約

３
０
０
㍍
の
う
ち
、
白
髭

交
差
点
か
ら
市
道
川
縁
線

ま
で
の
１
８
９
㍍
を
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

の
７
年
間
で
整
備
す
る
第

１
期
区
間
と
し
て
、
平
成

25
年
３
月
に
福
井
県
知
事

よ
り
事
業
の
許
可
を
い
た

だ
い
た
。

【
問
④
】
第
２
期
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
市
道
川
縁
線
か
ら

市
役
所
前
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
第
１
期
工
事
完
了

後
、
引
き
続
き
事
業
を
継

す
る
計
画
で
あ
る
。
事
業

期
間
は
、
平
成
32
年
度
か

ら
平
成
39
年
度
の
８
年
間

で
整
備
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

【
問
⑤
】
中
心
市
街
地
の

活
性
化
と
小
浜
縦
貫
線
の

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
を

市
長
に
伺
う
。

【
答
】
中
心
市
街
地
の
活

性
化
の
関
連
性
が
深
い
小

浜
縦
貫
線
の
整
備
は
、
重

要
な
事
業
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

本
市
全
体
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
お

り
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

ここに住んで良かったと言える取組みを！

能登　恵子
議員

下中　雅之
議員

今月の表紙
遠敷祭り

　若狭彦神社、若狭姫神社の例祭「遠敷
祭り」が 10 月 12 日、13 日に行われ、
神楽と大太鼓が五穀豊穣に感謝しながら
地区内を練り歩きました。

【写真提供】遠敷公民館

議会を傍聴しませんか？
議会を傍聴する手続きは、５階の議会事務局
で住所と氏名を書くだけです。

ー 12 月定例会の予定ー
11 月 29 日（金）本会議　
12 月 10 日（火）一般質問
12 月 11 日（水）一般質問
12 月 19 日（木）本会議　

おばま議会だより❿⓫おばま議会だより

【
問
】
小
浜
市
観
光
ま
ち

づ
く
り
計
画
は
真
の
活
性

化
策
と
い
え
る
か
。
今
回

の
計
画
書
は
文
章
ば
か
り

で
具
体
的
な
数
値
目
標
が

無
い
。
唯
一
Ｈ
30
年
の
目

標
が
あ
る
が
年
度
毎
の
数

値
目
標
が
な
く
11
億(

市

負
担
３
億
３
千
万)

の
巨

費
を
投
入
す
る
効
果
が
あ

る
の
か
。
こ
の
計
画
の
結

果
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

上
下
水
道
、
病
院
、
図
書

館
等
イ
ン
フ
ラ
が
最
も
充

実
し
て
い
る
市
街
地
か
ら

生
守
等
へ
移
転
す
る
人
が

多
く
て
何
の
た
め
の
活
性

化
策
か
。
住
人
が
減
っ
て

観
光
客
が
増
え
る
と
は
思

え
な
い
。
住
空
間
と
し
て

生
か
す
視
点
が
必
要
。
移

転
復
元
計
画
の
旭
座
は
現

在
の
場
所
で
も
良
い
で
は

な
い
か
。
運
営
主
体
は
民

間
か
。
駅
前
の
一
等
地
が

長
年
幽
霊
化
し
て
い
る
、

踏
み
込
ん
だ
空
き
ビ
ル
空

き
店
舗
の
対
策
が
必
要
。

【
答
】
町
並
み
保
存
、
海

岸
の
駐
車
場
新
設
等
順
次

実
施
。
今
後
も
進
め
る
真

の
活
性
化
策
で
あ
る
。
投

資
効
果
は
年
８
億
７
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
結

果
責
任
は
当
然
市
長
に
あ

る
。
良
さ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。
今
後
の
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
の
議
題
で
あ
る
。
空

き
ビ
ル
空
き
店
舗
の
所
有

権
に
立
ち
入
れ
な
い
。【
提

言
】
商
店
街
全
体
の
問
題

と
し
て
協
議
の
場
を
作
れ

な
い
か
。

【
問
②
】
市
の
長
期
目
標
や

戦
略
に
企
画
部
が
機
能
し

て
い
る
の
か
。
各
部
課
の

調
整
役
と
し
か
見
え
な
い
。

年
度
毎
の
数
値
目
標
に
責

任
を
持
ち
各
部
に
達
成
を

迫
る
企
画
部
に
す
べ
き
。

【
問
③
】
行
政
と
し
て
結

婚
の
支
援
が
で
き
な
い
か

【
答
】
Ｈ
17
年
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
み
昨
年
は

「
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
愛
」
応

援
事
業
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
実
績
も
挙
が
っ

て
い
る
。
特
に
40
歳
以
上

の
男
女
の
応
援
企
画
を
広

域
行
政
で
取
り
組
み
た
い
。

市は各年度毎の数値目標を示し検証せよ 三木　尚
議員



編
集
後
記

　
広
報
委
員
会
副
委
員
長
の
藤
田

靖
人
で
す
。
小
浜
市
で
は
災
害
が

相
次
ぎ
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
市
議
会
で
も
竜
巻
、
台
風

災
害
関
連
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

慎
重
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。
広
報

委
員
会
で
は
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

な
記
事
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
を

基
本
に
編
集
作
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
（
副
委
員
長　
藤
田
）

松永小児童のガンバリ！

【広報委員会のメンバー】

おばま議会だより⓬

　松永小学校では毎年児童が中心となり校舎前の花壇を作っています。こ
の花壇は、松永小学校の全校児童が種から芽を育て、それが大きくなると
株分けし、少しずつ大きく育てていく、１年間を通して作業の積み重ねの
成果です。
　昨年の秋には農林水産大臣賞など毎年多くの賞を受賞しています。今年
の花壇のテーマは世界遺産をモチーフに伊

い す だ
須田遥

はるか
さん（６年生）の「富士

山のように輝く松永小学校」が校内審査で金賞に選ばれました。
　このデザインを６年生が中心となり、中央には夕暮れに輝く富士山、周
りには首里城の赤、姫路城の白、金閣寺の黄色、小笠原の海の青など花壇
すべて世界遺産をイメージしたとてもきれいな配色に仕上げました。

【議会報告会開催のお知らせ】
会場は中名田・加斗・小浜！

　　　　と　き　11 月２日（土）　１９時〜２１時
　　　　ところ　中名田公民館・加斗公民館・若狭ふれあいセンター
　　　　内　容　①議会改革の取り組み　②防災について
　　　　　　　   ③９月定例会の報告　　④意見交換会

地区外の方でも参加OK

取材を終えて（取材：風呂・藤田）
この取り組みは地域にも広がっていき、松永小から芽を出
した花の株は新平野駅、公民館、保育園、児童たちの家庭
でもきれいな花を咲かせているそうです。このすばらしい
花壇造りをこれからもがんばって続けてほしいですね。

〜昭和 49年から続く花壇造りの取り組み〜

小さな苗から育てていくときに、何度も台風や悪天
候のときには心配しましたが、皆で花柄摘みや肥料
をやりイメージどおりに出来上がったときには本当
にうれしかったです。

伊須田　遥  さん（６年生）

【
↓
み
ん
な
で
苗
植
え
】

【
↑
公
民
館
へ
】




